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Genetec、2026年度のフィジカルセキュリティ動向を予測 
組織は柔軟性、責任あるAI、そして統合されたシステムに注力し、セキュリティと

運用パフォーマンスの強化を図ると予測されます。 

 

モントリオール, 2025年11月25日-エンタープライズグレードのフィジカルセキュリ

ティソフトウェアにおけるグローバルリーダーであるGenetec Inc. (以下、「

Genetec」) は、本日、2026年度のフィジカルセキュリティ業界に関する主要な予測

を発表しました。 

 

クラウド導入の次の段階では選択肢と柔軟性がカギとなります。 

2026年も引き続き、クラウド導入は重要なテーマとなるでしょう。組織は、柔軟な

展開と高いスケーラビリティを実現できるソリューションを最優先事項として検討

する傾向にあります。企業は単一の展開モデルに固執するのではなく、パフォーマ

ンス、コスト、データレジデンシー要件などに基づいて各ワークロードを評価し、

オンプレミス、クラウド、ハイブリッドのいずれであっても、自社の運用ニーズに

最適な環境を選択するようになります。 

 

オープンアーキテクチャのソリューションを採用することで、エンドユーザーは自

社の業務に最適なデバイスやアプリケーションを自由に選択できるようになります

。このアプローチにより、既存インフラの寿命を延ばしつつ、最大の付加価値が得

られる領域にクラウドサービスを導入することが可能となります。幅広いデプロイ

オプションと、異なる環境間の高い相互運用性を提供できるベンダーは、こうした

期待に応えるうえで最も有利な立場にあります。選択肢が限られ、特定のベンダー

に依存する独占的なシステムとは対照的に、オープンソリューションは、長期的な

柔軟性と制御を実現する、より適応性の高い選択肢となります。 

 

AIはブームからインテリジェントな自動化へ 

2026年には、AIや大規模言語モデル (LLM) に対する一時的なブームから、ワークフ

ローの合理化、精度の向上、そして迅速かつスマートな意思決定を可能にする、実

用的で成果重視のインテリジェント自動化 (IA) ソリューションへと移行していくで

しょう。AIの活用により、反復的なタスクの自動化、監視精度の向上、予測可能な

メンテナンスのサポート、そして増大する膨大なデータから有益なインサイトを抽

出することが可能になります。 

 

独自の目的のために技術を導入するのではなく、ユーザーは、調査の迅速化、誤報
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の削減、状況把握の強化など、日常業務の実質的な改善につながる機能を重視する

ようになるでしょう。応答時間を最適化し、手作業に伴う間接コストを削減するAI

を活用することで、オペレーターは、人間による判断を必要とする重要な業務や意

思決定に、より多くの時間とエネルギーを集中させることができます。 

 

市場の成熟に伴い、透明性や責任ある実装に対する期待も高まっています。ユーザ

ーは、AIがどのように利用され、システムがどのように構築されているか、データ

がどのように収集・処理・保護されているかについて、高い透明性を求めるように

なるでしょう。さらにベンダーには、サイバーセキュリティに最優先事項として位

置づけ、管理された責任ある方法でAI機能を安全に展開することが求められます。

組織は、自社にとっての真の価値創出を目的としたインテリジェントな自動化へと

舵を切り、測定可能で信頼性の高い、意義ある成果の達成を目指すようになるでし

ょう。 

 

入退室管理の最新化が加速 

組織がレガシーシステムの刷新を進め、ROIの最大化に注力する中で、入退室管理は

引き続き最優先事項の一つとなっています。その価値は、単なるドアのロック/ロッ

ク解除にとどまらず、エネルギー効率の向上、スペース占有率の管理、運用に関す

るインサイトの可視化など、測定可能なビジネス成果の創出へと拡大しています。 

 

メンテナンスの簡素化、スケーラビリティの向上、予測可能な運用コストを重視す

る動きが強まる中、サービスとしての入退室管理 (ACaaS) の導入は今後さらに加速

するでしょう。多くの企業は、オンプレミスとクラウドの機能を組み合わせたハイ

ブリッド展開を選択する傾向にあります。ACaaSとサービスとしてのビデオ監視 

(VSaaS) を統合することで、施設全体の可視性が高まり、管理の効率化が実現しま

す。 

 

モバイル認証情報や生体認証の普及により、ID管理はさらなる変革を迎えています

。これにより、利便性とセキュリティが向上するだけでなく、IDデータの所有権を

分散することも可能になります。モバイルウォレットやウルトラワイドバンド技術

が主流になることで、ユーザーは安全な環境や施設において、認証ややり取りをよ

り簡単かつ柔軟に行えるようになるでしょう。 

 

コネクテッドシステムがもたらすインテリジェンスと効率 

今後1年間で、組織はIoTセンサー、ビルディングシステム、スマートデバイスを統

合セキュリティおよび運用プラットフォームに組み込み、コネクテッドデバイスの

数は急速に増加していくと見込まれます。これらの情報を一元管理することで、チ

ームは施設全体の状況をより明確に把握でき、迅速かつ確信を持った対応が可能に

なります。 

 

IT、運用技術、フィジカルセキュリティの融合が進むことで、施設全体でのリアル

タイムなデータ共有が実現し、より高度でスマートな意思決定が可能になります。

エンドユーザーは、多様なデバイスを安全に接続し、運用面およびセキュリティ面

の双方で価値を提供できる、オープンかつスケーラブルなプラットフォームを求め

るようになるでしょう。 
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ランドスケープがさらに複雑化する中で、組織は最適な技術を導入し、それを効果

的に管理するための明確な指針を求めるようになるでしょう。多様なデバイスを安

全に統合でき、クラウドネイティブおよびハイブリッドの選択肢を備え、サイバー

セキュリティやデータレジデンシーを設計段階から組み込める企業こそが、この分

野におけるリーダーとなるでしょう。 

 

-- 以上 -- 
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Genetecについて 

Genetec Inc.は、25年以上におよびフィジカルセキュリティ業界を変革してきたグローバルテ 

クノロジー企業です。現在、弊社は企業、政府、および私たちが暮らす地域社会のセキュリテ 

ィ、インテリジェンスおよびオペレーションの改善を目的にデザインされたソリューションを 

開発しています。その主力製品であるSecurity Centerは、IPベースのビデオ監視、入退室管 

理、自動ナンバープレート認識（ALPR）、通信、分析機能が統合されたオープンアーキテク 

チャプラットフォームです。カナダのモントリオールに本社を置くGenetecは1997年に設立

さ れ、159カ国を超える国々において、代理店、インテグレータ、認定チャネルパートナー、

およ びコンサルタントの幅広いネットワークを通じて世界中のお客様にサービスを提供して

います。 

Genetecの詳細については、www.genetec.com/ja をご覧ください。 

©Genetec Inc., 2025. GenetecおよびGenetecのロゴはGenetec Inc.の商標であり、それぞれの地域で登録されて

いるか、または登録申請中です。 この文書で使用されているその他の商標は、各製品の製造元または販売元の商

標です。 
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